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平成 30年 3月期第 2四半期累計期間の業績予想数値と 

実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成 29 年 5 月 19 日に公表いたしました平成 30年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想及び平成

30年 3月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異についてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想数値と実績値との差異について 

(1)平成 30 年 3月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値と実績値との差異(平成 29年 4月 1日～平成 29年 9月 30日) 

  
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想        （Ａ） 

百万円 

9,800 

百万円 

△70 

百万円 

△95 

百万円 

△45 

円 銭 

△2.93 

実    績   値        （Ｂ） 10,432 △136 △160 △45 △2.96 

増 減 額      （Ｂ － Ａ） 632 △67 △66 0  

増 減 率              （％） 6.4 △95.7 △69.4 0.0  

(ご参考) 前期第 2 四半期実績 

(平成 29 年 3 月期第 2 四半期) 

10,330 △117 △132 △196 △12.79 

(2)平成 30 年 3月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値と実績値との差異(平成 29年 4月 1日～平成 29年 9月 30日) 

  
売上高 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想        （Ａ） 

百万円 

5,800 

百万円 

△125 

百万円 

△35 

円 銭 

△2.28 

実    績   値        （Ｂ） 5,801 △213 △53 △3.48 

増 減 額      （Ｂ － Ａ） 1 △88 △18  

増 減 率              （％） 0.0 △71.2 △52.3  

(ご参考) 前期第 2 四半期実績 

(平成 29 年 3 月期第 2 四半期) 

6,206 △115 △143 △9.32 

 

 



２．差異の理由 

平成 30年３月期第２四半期につきましては、百貨店・卸売市場及び直営小売店の主要販売チャネルに

対し、積極的に新型商品を投入したほか、例年通りに自社主催のホテル催事を行うなど予算達成に向け

ての努力を行いました。その結果、卸売事業、直営小売事業では業績の改善傾向がみられ、また、子会

社での金地金製品の販売が前年に引き続き好調に推移いたしました。しかしながら、消費の二極化によ

る中間層マーケットの慎重な消費行動は依然として続いており、地域的に見ても大都市圏での販売は回

復基調にあるものの、地方都市での販売は力強さに欠けたこと等の要因によって、第１四半期の大きな

マイナスを取り返すことはできませんでした。 

また、資産効率化の一環として、貸ビル事業資産の一部売却を行い、固定資産処分益を計上いたしま

した。 

以上の結果、第 2 四半期（累計）において連結業績の営業利益及び経常利益並びに個別業績の経常利

益及び四半期純利益が前回予想を下回りましたのでお知らせいたします。 

  なお、連結通期業績予想数値及び個別通期業績予想数値の修正はありません。 

（注）当該予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後の様々な要因により変動する可能性があります。 

 

以 上 


